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金子光晴と上海

劉 建 輝(南 開大学)
LiuJianHui

1926年 、金子光晴は妻 ・三千代を携えて上海を訪れる。そこで彼は 「私たちのあいだで通用す

るのとは全 く別なモラルがあること」を知 り、「むごたらしい」現実を発見する。以後、二回目

の上海行とその後の五年間の海外放浪を挾んで彼の詩の世界は大きく変質する。観念的な美意識

の殻か ら抜け出し、現実直視、現実 「活写」への転向である。従来の金子論は往々にして詩人の

この変化の理由をそのヨーロッパ体験に求め、ラディカルな自己とエ トランジェの目の獲得を指

摘する。 しか し後年、この時期の海外体験 を回想するに際 して金子 自身も 「七年にわたる長旅」

と表現 しているように、ヨーロッパの前に三回にわたる上海行とそこでの様々な体験が明らかに

その後の変化の方向を決定するものとして認識されるべきである。今回の発表は従来 きわめて重

要だと認識されながらも具体的な考察が疎かにされて きた詩人のこの上海体験について詩集 「鱶

沈む」、回想録 厂どくろ杯」などを手がかりに追跡する。そして上海において詩人がどのように

この 「魔都」を受けとめ、またこの特殊な空間との出会いを通 じていかにして自分の詩的感覚を

観念的デカダンスから感覚的デカダンスへと変貌させたかについて、そのプロセスの解明を試み

る。
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